










 

まとめ 

 種々の多様性を有する CVI において,B 細胞機能測定により,表 6 のように大きく 3 群に

分類出来ることが示唆された。 

 グループⅠは,B cell mitogen に反応し,かつ IgM 分泌細胞へ分化しうるが,IgG および

IgA 分泌細胞の出現が認められず,IgM より IgG および IgA 分泌細胞へ class switch をす

る過程に異常があることが推測される。 

  グループⅡは,正常Ｔ細胞因子の添加によっても抗体産生細胞への分化が認められず,Ｔ 

cell signal の受容または細胞内における伝達に異常があることが推測される。 

 グループⅢは,Cowan I かつＴ細胞因子を共存きせても,分化は起こらない。この場合は,

膜面より内部へのシグナル伝達に異常があることが推測される。顕微鏡下に,Cowan I は,

グループⅢの B細胞膜に結合していることは認められた。 

 今回調べた範囲では,これら 15 人の CVID 患者のＴ細胞,マクロファージ機能に異常は認

められず,認められた異常は B 細胞自身の分裂および分化障害に起因することが示唆され

た。 


